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困等である程度損傷臓器は類推出来るが,単純Ⅹ線韓影,

CI､,エ ニト-,血管造影を駆使 L,更に臨床所見を加え

るのは勿論であるが適亀 治療法を決定 している｡各種

症例を提示Lて,詳細に説明した.結論的には,出血に

対 しては早期の開腹も辞さないが,奨質施策をこ関 しては

切除はなるべく避け,出来得る限り保存的療法も寛施す

るべきである (特眩肝,碑,野上 もう-･つの問題殿穿

孔も経略的観察が何より私必要でありチ圧痛の変化を主

体に,freea証 等の出現を適格に判窪 Lて対熟せねはな

ら-:rh ､.

し､､jJJ!∴して4-､敗粧して.i I･･｢′.Ⅰ二)le.ARI)S､MOP.

等盛大なる状感をこなってからの治療は患者にとって何よ

り不奉であるので,格をこ多発外侮時における各々の専門

医のニ1ソサルテ でショyを密をこして,見落 し 治療の遅

延を避けなければならない｡

2)急作順症
-消化器外科領域 を中心 をこ--

清水 武昭 緒言架瞳悔 院外紺

消化器領域の急性腹症の診断と治療の費点を述べる.

倍楽閲病院外科で経験 した汎発性腹膜衆症例で,50才以

下では十二指腸液痴穿孔が54%,虫垂炎穿孔が27%,70

才から50才の間では十二指腸液痴穿孔が34%,虫垂衆穿

孔机 8%と減少 し,70才以上となるとき若年者に全 く認

められなかった腺壊死が31%,大腸癌穿孔が25%と,年

代に応 じて原疾患は大きく異なっていた. 腹水の種菌定

農培養換蓬では,50才以下の症例はほとんど陰性で, 義

齢者は食倒 息が個〆mlと多数の細菌が認められた.若

年者の腹膜炎は消化液による腹膜嵐 高齢者の腹膜炎は

細菌に.Lろ胞膜牛 こL.も･,た.C′1㌧ 二7･二･卜-,晦部単純写

衆の3着を行なうと腹部単純写贋の確診率は落ちる.

巌壊死は5年間に17例経験 した.年齢は70才台がピ--

夕で した,この5年間をこ17例開腹 し勝壊死と診断できた

那,同時期に剖検で診断された腺壊死症例は5例有 り診

断精度を上げる必要を痛感 した.

胆嚢炎,胆嚢結石症はIl∴1-で 100%診断できる時代

となったが,この穿刺液を検討 してみると,総胆管結石

のある胆嚢炎症例の胆嚢内穿刺液は細菌強陽性で,Free

の胆汁酸が多く認められ 細菌が活動 していることを示

していたが,総胆管結石の無い胆嚢炎は無歯で,Free

の胆汁酸濃度はコソトロ-ルと変わりなく,細菌の関与

は否定された.

最近急性虫垂炎の診断.手術適応に.ユニ卜-が導入さ

れヲ診断精度を高めている,

急性腹症の要注意サインは,1)進行する意識障害タ2)

血小板 l()Jj/LlH F∴_i)('L･.′'･二卜二ン l.5【1.1g､(ll1､L

忠,4) リンパ球数 1000/fll以下と考えられた.
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腹痛 中曝吐 ･腹部膨満 事排便異常 中腰感触知 ･消化管

出血 ♯発熱などの症状を皇 し 入院加療を要する新生児,

乳幼児の急性腹症の,頻度や特級と,手術適応や採存療

法の決定についてお話 L蜜す,当科において,198i年か

ら1988年までの 8年間をこ急性腹症 とLて緊急Å院 した

患児を新生児と生後2カ月以上の乳幼児 書学童に分け疾

患について検討 しました.

教練30日までの腹部症状のため当料に緊急入院 した新

生児症例は8年間で 296例で,うち246例 (83%)が手

術治療となりました.疾患の内訳は鏑虻が54例と最も多

く,ついで小腺閉鎖症 ･狭窄症が舶例,ヒルシュスプル

ング病27例,腎破裂26例で,以下横隔膜ヘルニア,厨滞

ヘルニア,食道閉鎖症,腸回転異常症,壊死性腺衆,舵

厚性幽門狭窄症,鼠径ヘルニア俵頓と続きました,その

他の45例は,新生児仮性イレウスが12例で,GE挽-胃食

遭遇流現象7例,水腎症 ･水尿管症など腫癖を望する泌

尿器疾患が7例で,以 下奇形腰,僻腸管療 ･尿膜管感,

胃軸捻症,胎優性腹膜炎などでありました.

生後 2カ月以 旦:Aの乳幼児 書学慶で廃部症状のためで緊

急入院 した症例は397例でうち23転倒-59%が手術療法

となりまLた.r疾患の内訳は虫垂灸が83例,術後 イレウ

スが67例,勝遺構症65例であ畑 以下消化管出血,腹部

外傷,肥厚性幽門狭窄症,鼠径ヘルニア鱗観 ヒルシュ

スプルング病,腸回転異常症,総胆管拡張症,嫁狭窄症

と続きました.消化管出血は36例でうち且0例 (28%)が

手術となり,手術療法はメッケル憩室と紫斑病や,門脈

圧先進症の一部症例でありました.乳児 書幼児のその他

症例64例の内訳は,急性胃腸炎9例,腹部悪性陸揚 8例,

良性藤慶7例などで,悪性 ･良性厳癌,膿轟と GER

や胃軸捻症などの山部36例 (56%)が手術となりました｡


